
  新旧対照表 

予防事務審査・検査基準 

第４章、第２節、第１４ 火災通報装置 

改定後 現行 

１～５（略） 

６ 通報メッセージ 

⑴ 手動起動による場合 

ア 火災通報装置の蓄積音声情報の通報内容は、次によること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 火災である旨の固定されたメッセージ 

［削除］ 

(ｳ) 通報対象物所在 

(ｴ) 通報対象物名（注１） 

(ｵ) 呼び返し信号を案内するメッセージ（注２） 

 メッセージの例  
 

「 ピ、ピ、ピ、 ピ、ピ、ピ 火事です。火事です。 ［削除］ 

  (ｱ)            (ｲ)        

 千代田区大手町一丁目３番５号 ○○ホテル  わかりましたら信号を送っ 

(ｳ)          (ｴ)（注１）     (ｵ)（注２） 

てください。 」 

 

［削除］  

１～５（略） 

６ 通報メッセージ 

⑴ 手動起動による場合 

ア 火災通報装置の蓄積音声情報の通報内容は、次によること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 火災である旨の固定されたメッセージ 

(ｳ) 対象物整理番号（注１） 

(ｴ) 通報対象物所在 

(ｵ) 通報対象物名（注２） 

(ｶ) 呼び返し信号を案内するメッセージ（注３） 

 メッセージの例  
 

「 ピ、ピ、ピ、 ピ、ピ、ピ  火事です。火事です。  丸の内○号。 

 (ｱ)             (ｲ)        (ｳ)（注１） 

千代田区大手町一丁目３番５号 ○○ホテル わかりましたら信号を送っ 

(ｴ)           (ｵ)（注２）    (ｶ)（注３） 

てください。 」 

 

注１ 火災予防規程第36条に基づき作成する火災通報装置設置状況



注１ 防火対象物の建物名称とし、事業所名称としないこと。 

注２ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

   

 

イ 特定火災通報装置の蓄積音声情報の通報内容は、次によることと

し、(ｱ)から(ｵ)の順に送出されるものであること。 

 なお、(ｱ)から(ｴ)までの通報内容については、２回繰り返し送出さ

れること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 火災である旨の固定されたメッセージ 

［削除］ 

(ｳ) 通報対象物所在 

(ｴ) 通報対象物名（注１） 

(ｵ) ハンズフリー通話に切り替わる旨のメッセージ（注２） 

 メッセージの例  

「ピ、ピ、ピ、ピ、ピ、ピ 火事です。火事です。 ［削除］ 千代田区大 

(ｱ)           (ｲ)             (ｳ) 

手町一丁目３番５号 グループホーム○○○ ピ、ピ、ピ、ピ、ピ、ピ 

           (ｴ) （注１）      (ｱ)                 

火事です。火事です。 ［削除］  〃   グループホーム○○○ 

   (ｲ)            (ｩ)        (ｴ)           

ハンズフリー通話に切り替わります。 」       

    (ｵ)（注２） 

一覧表の対象物整理番号とすること。 

注２ 防火対象物の建物名称とし、事業所名称としないこと。 

注３ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

 

イ 特定火災通報装置の蓄積音声情報の通報内容は、次によることと

し、(ｱ)から(ｶ)の順に送出されるものであること。 

 なお、(ｱ)から(ｵ)までの通報内容については、２回繰り返し送出

されること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 火災である旨の固定されたメッセージ 

(ｳ) 対象物整理番号（注１） 

(ｴ) 通報対象物所在 

(ｵ) 通報対象物名（注２） 

(ｶ) ハンズフリー通話に切り替わる旨のメッセージ（注３） 

 メッセージの例  

「ピ、ピ、ピ、ピ、ピ、ピ  火事です。火事です。 丸の内○号。 千代 

(ｱ)           (ｲ)       (ｳ)（注１） 

田区大手町一丁目３番５号 グループホーム○○○  

(ｴ)            (ｵ)（注２） 

   ピ、ピ、ピ、ピ、ピ、ピ  火事です。火事です。   〃    〃  

  (ｱ)           (ｲ)         (ｩ)    (ｴ)   

 グループホーム○○○  ハンズフリー通話に切り替わります。 」 

  (ｵ)            (ｶ)（注３） 



[削除]  

注１ 防火対象物の建物名称として、事業所名称としないこと。 

注２ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

 

 

⑵ 自動火災報知設備の作動による場合 

ア 火災通報装置を使用した場合 

蓄積音声情報の通報内容は、次により(ｱ)から(ｵ)の順に送出され

るものであること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 自動火災報知設備が作動した旨のメッセージ 

［削除］ 

(ｳ) 通報対象物所在 

(ｴ) 通報対象物名（注１） 

(ｵ) 呼び返し信号を案内するメッセージ（注２） 

 メッセージの例  

「ピン、ポーン、ピン、ポーン  自動火災報知設備が作動しました。 

    (ｱ)                     (ｲ) 

［削除］  千代田区大手町一丁目３番５号   グループホーム○○○ 

          (ｳ)            (ｴ)（注１） 

わかりましたら信号を送ってください。 」 

   (ｵ)（注２） 

 

注１ 火災予防規程第 36 条に基づき作成する火災通報装置設置状

況一覧表の対象物整理番号とすること。 

注２ 防火対象物の建物名称として、事業所名称としないこと。 

注３ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

 

⑵ 自動火災報知設備の作動による場合 

ア 火災通報装置を使用した場合 

蓄積音声情報の通報内容は、次により(ｱ)から(ｶ)の順に送出され

るものであること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 自動火災報知設備が作動した旨のメッセージ 

(ｳ) 対象物整理番号（注 1） 

(ｴ) 通報対象物所在 

(ｵ) 通報対象物名（注２） 

(ｶ) 呼び返し信号を案内するメッセージ（注３） 

 メッセージの例  

「ピン、ポーン、ピン、ポーン  自動火災報知設備が作動しました。 

     (ｱ)                     (ｲ) 

丸の内○号。  千代田区大手町一丁目３番５号  グループホーム○○○ 

(ｳ)（注１）        (ｴ)          (ｵ)（注２）  

わかりましたら信号を送ってください。 」 

   (ｶ)（注３） 

 



［削除］ 

注１ 防火対象物の建物名称とし、事業所名称としないこと。 

注２ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

 

 

イ 特定火災通報装置 

蓄積音声情報の通報内容は次により、(ｱ)から(ｵ)の順に送出され

るものであること。 

なお、(ｱ)から(ｴ)までの通報内容については２回繰り返し送出さ

れること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 自動火災報知設備が作動した旨のメッセージ 

［削除］ 

(ｳ) 通報対象物所在 

(ｴ) 通報対象物名（注１） 

(ｵ) ハンズフリー通話に切り替わる旨のメッセージ（注２） 

 メッセージの例  

「ピン、ポーン、ピン、ポーン  自動火災報知設備が作動しました。  

(ｱ)               (ｲ) 

[削除]  千代田区大手町一丁目３番５号   グループホーム○○○ 

      (ｳ)    (ｴ)（注１） 

（(ｱ)から(ｴ)までを繰り返す） ハンズフリー通話に切り替わります。  」 

(ｵ)（注２） 

注１ 火災予防規程第36条に基づき作成する火災通報装置設置状

況一覧表の対象物整理番号とすること。 

注２ 防火対象物の建物名称とし、事業所名称としないこと。 

注３ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

 

イ 特定火災通報装置 

蓄積音声情報の通報内容は次により、(ｱ)から(ｶ)の順に送出され

るものであること。 

なお、(ｱ)から(ｵ)までの通報内容については２回繰り返し送出さ

れること。 

(ｱ) 通報信号 

(ｲ) 自動火災報知設備が作動した旨のメッセージ 

(ｩ) 対象物整理番号（注１） 

(ｴ) 通報対象物所在 

(ｵ) 通報対象物名（注２） 

(ｶ) ハンズフリー通話に切り替わる旨のメッセージ（注３） 

 メッセージの例  

「ピン、ポーン、ピン、ポーン   自動火災報知設備が作動しました。     

(ｱ)               (ｲ) 

丸の内○号。 千代田区大手町一丁目３番５号   グループホーム○○○ 

 (ｳ)（注１）       (ｴ)            (ｵ)（注２） 

（(ｱ)から(ｵ)までを繰り返す） ハンズフリー通話に切り替わります。」 

(ｶ)（注３） 



[削除]  

注１ 防火対象物の建物名称とし、事業所名称としないこと。 

注２ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

注１ 火災予防規程第 36 条に基づき作成する火災通報装置設置状

況一覧表の対象物整理番号とすること。 

注２ 防火対象物の建物名称とし、事業所名称としないこと。 

注３ あらかじめ録音されている内容でもよい。 

 

 

 

 

 


